
(57)【要約】

【課題】遊びながら音階や音の長さを学習することがで

きるとともに、簡単な作曲作業も行なうことができる音

楽学習玩具の提供。

【解決手段】音発生装置８を有する玩具本体１と玩具本

体１の上に載置可能な複数のコマ２とから構成され、上

記音発生装置８からコマ２が載置された位置に対応した

音を発するようにした音楽学習玩具であって、好ましく

は、コマ２は音符の種類毎に設けられ、玩具本体１の表

面には五線譜状の譜面部３が形成され、上記玩具本体１

の内部には譜面部３上に載置されたコマ２を感知するセ

ンサ５が並べられ、各センサ５は、上記各コマ２の種類

と位置とから、各コマ２の音の高さと長さを感知するも

のであること。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
玩 具 本 体 と 玩 具 本 体 の 上 に 載 置 可 能 な 複 数 の コ マ と か ら 構 成 さ れ 、 上 記 コ マ が 載 置 さ れ た
位 置 と コ マ 自 体 が 有 す る 情 報 に 対 応 し て 、 所 定 の 音 階 と 所 定 の 長 さ を 有 す る 音 を 発 す る よ
う に し た 音 楽 学 習 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
以 下 の 要 件 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 音 楽 学 習 玩 具 。
（ イ ） 前 記 コ マ は 音 符 の 種 類 毎 に 設 け ら れ て い る こ と
（ ロ ） 前 記 玩 具 本 体 の 表 面 に は 五 線 譜 状 の 譜 面 部 が 形 成 さ れ 、 上 記 玩 具 本 体 の 内 部 に は 譜
面 部 上 に 載 置 さ れ た コ マ を 感 知 す る セ ン サ が 並 べ ら れ て い る こ と
（ ハ ） 上 記 各 セ ン サ は 、 上 記 各 コ マ の 種 類 と 位 置 と か ら 、 各 コ マ の 音 の 高 さ と 長 さ を 感 知
す る も の で あ る こ と
（ ニ ） 上 記 玩 具 本 体 に は 、 上 記 セ ン サ に よ っ て 感 知 さ れ た 音 の 高 さ と 長 さ に 対 応 し て 、 音
発 生 装 置 か ら 音 を 発 生 さ せ る 制 御 装 置 が 設 け ら れ て い る こ と
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 遊 び な が ら 知 ら ず し ら ず の う ち に 音 楽 の 基 本 を 学 習 す る 音 楽 学 習 玩 具 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 と そ の 問 題 点 】
従 来 、 音 楽 を 学 習 す る た め に は 、 ピ ア ノ や オ ル ガ ン 等 の 楽 器 が 利 用 さ れ て い る が 、 こ れ ら
は 高 価 で あ る ば か り で な く 、 楽 譜 を 読 め る よ う に な る に は 長 い 時 間 を か け な け れ ば な ら ず
、 幼 少 児 に と っ て は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の ほ か 、 音 楽 を 学 習 す る た め の 楽 器 と し て は 、 一 定 の 楽 曲 を 演 奏 す る と き に 、 ど の キ ー
を 押 せ ば よ い か を 示 す ラ ン プ を 備 え た 鍵 盤 楽 器 が あ り 、 表 示 さ れ た ラ ン プ に 対 応 す る キ ー
を 押 す こ と に よ っ て 楽 曲 を 演 奏 す る こ と が で き る よ う に し た も の も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 こ の 場 合 は 楽 譜 は 全 く 学 習 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
さ ら に 、 五 線 譜 シ ー ト 上 に 音 符 駒 を 並 べ 、 音 符 駒 を 順 次 足 で 踏 み 、 音 楽 を 演 奏 し つ つ 楽 譜
を 学 習 す る も の が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 こ れ も 大 型 に な り 、 高 価 で あ る と と も に 、 音 符
の 長 さ は 学 習 す る こ と は で き な い （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ３ １ ９ ２ ９ ４ 号
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 解 消 し 、 遊 び な が ら 音 階 や 音 の 長 さ を 学 習 す る こ と が で き る と と も
に 、 簡 単 な 作 曲 作 業 も 行 な う こ と が で き る 音 楽 学 習 玩 具 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 音 楽 学 習 玩 具 は 、 玩 具 本 体 と 玩 具 本 体 の 上 に 載 置
可 能 な 複 数 の コ マ と か ら 構 成 さ れ 、 上 記 コ マ が 載 置 さ れ た 位 置 と コ マ 自 体 が 有 す る 情 報 に
対 応 し て 、 所 定 の 音 階 と 所 定 の 長 さ を 有 す る 音 を 発 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 上 記 音 楽 学 習 玩 具 は 、 以 下 の 要 件 を 備 え る よ う に す る の が 好 ま し い 。
（ イ ） 前 記 コ マ は 音 符 の 種 類 毎 に 設 け ら れ て い る こ と
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（ ロ ） 前 記 玩 具 本 体 の 表 面 に は 五 線 譜 状 の 譜 面 部 が 形 成 さ れ 、 上 記 玩 具 本 体 の 内 部 に は 譜
面 部 上 に 載 置 さ れ た コ マ を 感 知 す る セ ン サ が 並 べ ら れ て い る こ と
（ ハ ） 上 記 各 セ ン サ は 、 上 記 各 コ マ の 種 類 と 位 置 と か ら 、 各 コ マ の 音 の 高 さ と 長 さ を 感 知
す る も の で あ る こ と
（ ニ ） 上 記 玩 具 本 体 に は 、 上 記 セ ン サ に よ っ て 感 知 さ れ た 音 の 高 さ と 長 さ に 対 応 し て 、 音
発 生 装 置 か ら 音 を 発 生 さ せ る 制 御 装 置 が 設 け ら れ て い る こ と
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 に 係 る 音 楽 学 習 玩 具 を 示 す も の で 、 こ の 音 楽 学 習 玩 具 は 玩 具 本 体 １ と コ マ ２
と か ら 構 成 さ れ 、 玩 具 本 体 １ 上 に 適 当 に 載 置 さ れ た コ マ ２ の 種 類 と 位 置 に 対 応 し て 音 を 発
す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 玩 具 本 体 １ の 表 面 に は 太 線 で 示 さ れ た 五 線 譜 を 有 す る 譜 面 部 ３ が
形 成 さ れ て い る 。 五 線 譜 の 下 に は 点 線 で 、 「 ド 」 音 の 位 置 が 示 さ れ て い る 。 譜 面 部 ３ に は
五 線 譜 と と も に 、 薄 い 線 又 は 模 様 で 、 コ マ ２ を 載 置 す る 目 安 と す る マ ト リ ッ ク ス ４ が 形 成
さ れ て い る 。 マ ト リ ッ ク ス ４ の マ ス 目 は 縦 の マ ス 目 が 横 方 向 に １ ０ 個 程 度 、 横 の マ ス 目 が
縦 方 向 に １ ０ 個 程 度 設 け ら れ て い る 。 横 列 の マ ス 目 の う ち 一 番 下 の 列 の マ ス 目 は 「 ド 」 音
に 対 応 し 、 そ の 上 の 列 の マ ス 目 は 「 レ 」 音 、 さ ら に そ の 上 の 列 の マ ス 目 は 「 ミ 」 音 、 そ の
上 の 列 の マ ス 目 は 「 フ ァ 」 音 と い う 具 合 に 、 １ オ ク タ ー ブ の 音 階 に 対 応 す る よ う に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 上 記 各 マ ス 目 に は セ ン サ ５ が 設 け ら れ て い る 。 セ ン サ ５ は 、 対 応 す る マ ス 目 に 載 置
さ れ る コ マ ２ の 位 置 を 読 み 取 る 読 み 取 り 手 段 と 、 コ マ ２ に 設 け ら れ た 情 報 （ 音 符 の 種 類 に
関 す る 情 報 ） を 読 み 取 る 読 み 取 り 手 段 と を 有 す る も の で 、 コ マ ２ の 位 置 を 読 み 取 る 読 み 取
り 手 段 は 接 触 又 は 非 接 触 ス イ ッ チ に よ っ て 構 成 す れ ば よ い 。 コ マ ２ の 存 在 を 読 み 取 る 読 み
取 り 手 段 と し て は 、 コ マ ２ の 重 量 が 加 わ っ た と き に オ ン す る マ イ ク ロ ス イ ッ チ で も よ く 、
コ マ ２ に 磁 気 を も た せ 、 そ の 磁 力 を 感 知 す る 磁 気 セ ン サ な ど で も よ い 。 コ マ ２ に は 、 後 述
の よ う に 音 符 の 種 類 に 基 づ い て 音 の 長 さ を 特 定 す る た め の 音 符 情 報 ７ が 設 け ら れ て い る 。
セ ン サ ５ の 感 知 手 段 は 、 コ マ ２ に 設 け ら れ た 音 符 情 報 ７ に 対 応 し て 構 成 す れ ば よ い 。 例 え
ば 、 コ マ ２ の 情 報 と し て Ｉ Ｃ （ 集 積 回 路 ） を 内 蔵 さ せ 、 Ｉ Ｃ に 音 符 の 種 類 の 情 報 を 保 有 さ
せ て お き 、 こ の 音 符 情 報 ７ を セ ン サ ５ の 読 み 取 り 手 段 に よ っ て 読 み 取 る よ う に 構 成 す れ ば
よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
コ マ ２ は 円 盤 状 に 形 成 さ れ て い る 。 音 符 の 種 類 と し て は 、 全 音 符 、 ２ 分 音 符 、 ４ 分 音 符 、
８ 分 音 符 、 １ ６ 分 音 符 の ５ 種 類 程 度 が あ れ ば よ い 。 も ち ろ ん 、 さ ら に 付 点 音 符 を 加 え て も
よ い 。 音 符 の 種 類 に よ り 、 コ マ ２ に は 上 述 の 音 符 情 報 ７ が 設 け ら れ 、 ま た 、 音 符 の 種 類 に
応 じ て 互 い に 他 の コ マ ２ と は 異 な る 色 が 着 色 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 色 に よ っ て 音 符 の
種 類 、 具 体 的 に は 音 の 長 短 を 知 る こ と が で き る 。 色 で な く 、 大 き さ の 異 な る 動 物 の 絵 柄 を
表 示 す る こ と に よ っ て 音 符 の 種 類 を 表 わ し て も よ く 、 直 接 に 音 符 の 図 柄 を 描 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 玩 具 本 体 １ に は 、 制 御 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ： 中 央 演 算 処 理 装 置 ）
９ と 後 述 の 各 種 ス イ ッ チ 類 と 上 記 マ ト リ ッ ク ス ４ の マ ト リ ッ ク ス 回 路 と 音 発 生 装 置 （ ス ピ
ー カ ） ８ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９ に は 、 音 色 に 関 す る メ モ リ や 、 ス イ ッ チ 類 に
対 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 や 、 音 発 生 装 置 ８ の ア ン プ 回 路 な ど が 内 蔵 さ れ 、 ま た 、 上 記
マ ト リ ッ ク ス ４ の マ ス 目 に 設 け ら れ た 各 セ ン サ ５ を 縦 列 の 左 側 か ら 順 次 右 側 に ス キ ャ ン す
る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ク ロ ッ ク を 有 し 、 コ マ ２ の 音 符 の 種 類 に 応
じ た 音 の 長 さ を 制 御 で き る 構 成 を 有 し て い る 。 さ ら に 、 選 択 さ れ た 音 の 周 波 数 を 、 選 択 さ
れ た 音 の 高 さ に な る よ う に 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
メ モ リ に は 電 子 音 が 記 憶 さ れ て い る 。 電 子 音 の 音 色 の 種 類 は で き る だ け 多 い 方 が 好 ま し い
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。 例 え ば 、 ピ ア ノ や バ イ オ リ ン な ど の 楽 器 の 音 だ け で な く 、 犬 や 猫 な ど の 動 物 の な き 声 で
も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
玩 具 本 体 １ の 一 側 に は 上 記 ス イ ッ チ 類 に 対 応 す る セ レ ク ト ボ タ ン が 配 置 さ れ て い る 。 １ ０
は １ 個 の コ マ ２ を 譜 面 部 ３ に 載 置 し た と き に そ れ に 応 じ た 音 を 発 す る 単 音 モ ー ド ボ タ ン 、
１ １ は 全 て の コ マ ２ を 並 べ 終 わ っ た 後 に 、 一 括 し て 演 奏 す る 演 奏 モ ー ド ボ タ ン 、 １ ２ は プ
レ イ ボ タ ン 、 １ ３ は メ イ ン ス イ ッ チ 、 １ ４ は 音 色 セ レ ク ト ボ タ ン 、 １ ５ は 音 量 調 節 ボ タ ン
で あ る 。 こ れ ら の セ レ ク ト ボ タ ン に よ る ス イ ッ チ 類 も Ｃ Ｐ Ｕ ９ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 上 記 音 楽 学 習 玩 具 の 使 用 態 様 を 図 ３ に 基 づ き 、 単 音 モ ー ド と 演 奏 モ ー ド に つ い て 説
明 す る 。 ま ず 、 譜 面 部 ３ の マ ス 目 上 に 適 当 に １ 個 の コ マ ２ を 載 置 す る 。 そ の と き 、 メ イ ン
ス イ ッ チ １ ３ を 押 し た 後 、 単 音 モ ー ド を 選 択 し 、 さ ら に 音 色 の 種 類 と 音 量 を 適 宜 選 択 し て
プ レ イ ボ タ ン １ ２ を 押 す と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９ か ら 読 み 取 り 信 号 が 出 力 さ れ 、 上 記 コ マ ２ が 載 置 さ
れ た 位 置 と 音 符 の 種 類 を セ ン サ ５ が 読 み 取 り 、 マ ト リ ッ ク ス 回 路 か ら 音 階 と 長 さ に 関 す る
音 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ ９ に 出 力 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ９ が 上 記 信 号 を 受 け て 、 上 記 コ マ ２ の 載 置 さ れ た
コ マ ２ が 縦 列 の マ ス 目 の ど の 位 置 に あ る か に 応 じ て 所 定 の 音 階 の 音 を 、 上 記 コ マ ２ が 有 す
る 音 符 の 種 類 に 応 じ た 長 さ だ け 、 選 択 さ れ た 音 色 で 、 選 択 さ れ た 音 量 で 音 発 生 装 置 ８ か ら
発 す る よ う に 音 響 信 号 を 出 す 。 こ れ に よ り 、 選 択 さ れ た 音 が 音 発 生 装 置 ８ か ら 発 せ ら れ る
か ら 、 上 記 コ マ ２ の 位 置 に よ っ て ど の 程 度 の 高 さ の 音 か を 知 る こ と が で き 、 ま た コ マ ２ が
持 つ 音 符 の 種 類 に よ っ て 音 の 長 さ を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に 対 し 、 譜 面 部 ３ の マ ス 目 上 に 適 当 に コ マ ２ を 並 べ て 載 置 す る 。 そ し て 、 メ イ ン ス イ
ッ チ １ ３ を 押 し た 後 、 演 奏 モ ー ド を 選 択 し 、 さ ら に 音 色 の 種 類 と 音 量 を 適 宜 選 択 し て プ レ
イ ボ タ ン １ ２ を 押 す と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９ は 左 側 の セ ン サ ５ か ら 右 側 の セ ン サ ５ を ス キ ャ ン す る よ
う に 命 令 を 出 し 、 各 縦 列 に 載 置 さ れ た コ マ ２ の 位 置 と 音 符 の 種 類 を 順 次 読 み 取 り 、 各 コ マ
２ が 縦 列 の マ ス 目 の ど の 位 置 に あ る か に 応 じ て 所 定 の 高 さ の 音 を 、 上 記 コ マ ２ が 有 す る 音
符 の 種 類 に 応 じ た 長 さ だ け 、 選 択 さ れ た 音 色 で 、 選 択 さ れ た 音 量 で 左 か ら 順 次 ス ピ ー カ か
ら 発 す る よ う に 命 令 信 号 を 出 す 。 こ れ に よ り 、 並 べ ら れ た コ マ ２ の 数 だ け の 連 続 演 奏 が な
さ れ 、 一 定 の メ ロ デ ィ ー が 奏 で ら れ る 。 な お 、 同 じ 縦 列 に ２ つ 以 上 の コ マ ２ を 載 置 す る と
、 同 時 に 所 定 の 音 が 出 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 の よ う に 、 玩 具 本 体 １ の 譜 面 部 ３ 上 の マ ス 目 に コ マ ２ を 置 い て い く だ け で 、 五 線 譜 上
の 位 置 に 応 じ た 高 さ で 、 音 符 の 種 類 に 応 じ た 長 さ の 音 が １ つ （ 単 音 モ ー ド ） ま た は 連 続 し
て （ 演 奏 モ ー ド ） 出 る の で 、 幼 少 児 が 遊 ぶ の に 適 し て い る ほ か 、 何 度 も 遊 ん で い る う ち に
知 ら ず し ら ず の う ち に 音 階 や 音 の 長 さ を 学 習 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 音 の 高 さ と 長 さ を 学 習 す る こ と に よ り 、 コ マ ２ を 組 み 合 わ せ て 簡 単 な 作 曲 作 業 も 行
な う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 玩 具 本 体 と 玩 具 本 体 の 上 に 載 置 可 能 な 複 数 の コ マ と か ら 構
成 さ れ 、 上 記 コ マ が 載 置 さ れ た 位 置 と コ マ 自 体 が 有 す る 情 報 に 対 応 し て 、 所 定 の 音 階 と 所
定 の 長 さ を 有 す る 音 を 発 す る よ う に し た の で 、 玩 具 本 体 の 上 に コ マ を 置 い て い く だ け で 、
所 定 の 音 が 出 る の で 、 幼 少 児 が 遊 ぶ の に 適 し て い る ほ か 、 何 度 も 遊 ん で い る う ち に 知 ら ず
し ら ず の う ち に 音 階 や 音 の 長 さ を 学 習 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 コ マ は 音 符 の 種 類 毎 に 設 け ら れ 、 玩 具 本 体 の 表 面 に は 五 線
譜 状 の 譜 面 部 が 形 成 さ れ 、 上 記 玩 具 本 体 の 内 部 に は 譜 面 部 上 に 載 置 さ れ た コ マ を 感 知 す る
セ ン サ が 並 べ ら れ て い る と と も に 、 上 記 各 セ ン サ は 、 上 記 各 コ マ の 種 類 と 位 置 と か ら 、 各
コ マ の 音 の 高 さ と 長 さ を 感 知 す る も の で あ り 、 さ ら に 上 記 玩 具 本 体 は 、 上 記 セ ン サ に よ っ
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て 感 知 さ れ た 音 の 高 さ と 長 さ に 対 応 し て 、 音 発 生 装 置 か ら 音 を 発 生 さ せ る 制 御 装 置 が 設 け
ら れ て い る か ら 、 玩 具 本 体 １ の 譜 面 部 上 の マ ス 目 に コ マ を 置 い て い く と い う 簡 単 な 行 為 に
よ り 、 五 線 譜 上 の 位 置 に 応 じ た 高 さ で 、 音 符 の 種 類 に 応 じ た 長 さ の 音 が 出 る の で 、 遊 ん で
い る う ち に 容 易 に 音 階 や 音 の 長 さ を 学 習 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 音 楽 学 習 玩 具 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 上 記 音 楽 学 習 玩 具 の 玩 具 本 体 の 平 面 図
【 図 ３ 】 上 記 玩 具 本 体 上 に コ マ を 載 置 し た 例 の 平 面 図
【 図 ４ 】 上 記 音 楽 学 習 玩 具 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 玩 具 本 体
２ 　 コ マ
３ 　 譜 面 部
５ 　 セ ン サ
９ 　 制 御 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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